
第 963 回の記録　　　平成 19 年 2 月 14 日
★ 会長の時間　　　　　　　佐藤　高元 君
　みなさん今日は　今日は大変嬉しいニュース
があります。前の例会で予告しておきましたよ
うに、倉元光明さんが入会していただきました。
　倉元さんは皆さんご存知のように倉元医院の
院長であります。
　佐土原ロータリーに一日も早くなじんでいた
だきたいと思います。皆さんのご協力をお願い
致します。
　さて、２月は「世界理解推進月間」になって
います。その主旨については、次のように説明
されています。1905年２月23日は、ポールハリ
スたち４人が初めて会合を開いた日で、この日
をロータリー創立記念日としています。よって、
２月は「世界理解推進月間」と指定されたので
す。この月間中ロータリー・クラブは、世界平
和に不可欠なものとして、理解と善意を強調す
るクラブプログラムを行うように要請されてい
ます。
　また、２月23日の創立記念日は、世界理解と
平和の日と定められ、各クラブはこの日、国際
理解と友情と平和へのロータリーの献身を特に
認め、強調しなければなりません。さらに２月
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２月２１日プログラム予定・・・会員卓話「中武幹夫君」
２月２８日プログラム予定　・・自由討論

 

23日に始まる１週間を「世界理解と平和週間」
と呼び、ロータリーの奉仕活動を実践する事を
決議しています。
　ロータリーの友２月号には、  「世界各地で活
動するロータリアン」と言うテーマで、色々な
活動の様子が紹介されています。　
　スーダンで井戸を掘るサルヴァ・ダットさん
のお父さんは、汚染された飲み水を飲んだこと
が原因で病気になり亡くなりました。  「清潔な
水を飲もうとしたけれども清潔な水など無かっ
た。」と話しています。
　ダットさんは、井戸掘りを支援してもらうた
めに、アメリカのロータリークラブに自分の活
動を話して理解してもらいました。現在３１歳
のダットさんは、スーダンが乾季の時は井戸を
掘り、残りの期間はアメリカで資金を募るため
にアメリカとスーダンを行ったり来たりしてい
ます。これまでに、彼の村の周辺には７基の井
戸が完成していますが、今年２０基の井戸を掘
ることを目指しています。井戸水の大切さは、
水道の無い時代を経験した私達の年代にはよく
わかります。どの地区にも、井戸掘り名人と呼
ばれる人がいて、地下水の流れがありそうな場
所を選んで各家庭の井戸を掘っていました。井
戸は水神様と呼ばれ各家庭では神聖な場所でし
た。正月には神主さんがお祓いをしていました。
　ロータリーの友２月号「地区たより」には、
２５００地区（北海道東部）がマッチング・グ
ランドを使って水問題に取り組んだ活動が報告
されています。
　そのタイトルに、次のようなことが書いてあ
ります。感銘を受けましたので紹介しておきます。
　　　一歩の奉仕を躊躇するなかれ
　「小さな井戸を掘ったところで、世界は何
　　十億人もが水に困っている。焼け石に水
　　だよ、効果は無いよ。」と言われます。
　　　　　　　　　　　　　「裏へ続きます」

【世界理解月間】
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１．真実かどうか　　　　　　　３．好意と友情を深めるか
２．みんなに公平か　　　　　　４．みんなのためになるかどうか■　四つのテスト

　　　　出席状況　第 960 回　平成 19 年 1 月 17 日
会 員 数　　　30 名　　　　　　欠 席 者 数　　  6 名
出席者数　　　24 名　　　　　　メークアップ　　　2 名
出 席 率　　　80.0 ％　　　　　修正出席率　 　86.0 ％

 

　　★　新会員入会式が行われました　★
倉元光明君
職業分類：医師「くらもと医院・院長」

★　会員卓話　　　　　　　正岡　文郁 君
「時について」
　久しぶりの卓話、職業柄どうしても説教調に
なると思うがご容赦願いたい。本日は「時」と
言う事についてふれさせていただきたい。  「生
一死事大、無常迅速、光陰可惜、時人不待、 」
この中で最も大事なところは最初の「生死事大」
というところ、生まれる、死ぬ、これは人間の
みならず生き物は生まれたら必ず死ななきゃな
らない。一大事業である後は読んで字の如く、
時を大事に使わないともったいない、今でも一
秒過ぎ去っておりその時は二度と帰って来ない
　　　　　　　　・・・「以後省略になります」

～ ＭＥＭＯ ～

言動はこれに照らしてから

　しかし、０よりは一歩、その心が他の心に伝
わるのです。人類は家族。その心こそ、他に大
きな潤いを及ぼすのではないでしょうか。当地
区の目指すもの、それは一歩の奉仕です。

★　幹事報告　　　　　　　　　太田　忍 君
※夜間例会へ変更通知
延岡ロータリークラブ
日時：平成１９年２月２１日 (水 )１８：３０～
場所：ホテルメリージュ延岡

★　浜田松太郎君へ米山記念奨学会記念品の進呈

　　　　　☆ ２月のセレモニー　☆
会員誕生月
◎　浜田松太郎君
◎　宮原建樹君

御夫人誕生月
◎　正岡夫人・洋子さん
◎　宮原夫人・洋子さん
◎　岩下夫人・恵子さん
◎　佐藤夫人・あづまさん

結婚記念月
◎ 浜田君☆正岡君☆佐藤高元君

　　　♪皆さんおめでとうございます♪

 


